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Case 6-2010: A 37-Year-Old Man with a Lesion on the Tongue

(New England Journal Medicine 2010;362:740-8)

【Problem list】

#1 舌の左腹側部に出現した圧痛を伴う浅い潰瘍性病変

#2 舌の潰瘍を覆っている、拭い取ることができない白膜

#3 前頸部リンパ節腫脹（圧痛あり、可動性あり、表面整）

#4 男性との性交渉歴

#5 数週間前に出現した、両下肢の水疱性病変

#6 右足の水泡から MSSA が陽性

#7 高血圧、喘息の既往

#8 冠動脈疾患、甲状腺疾患、メラノーマの家族歴

#9 扁桃腺摘出、アデノイド切除歴

#10 CT 上、上顎洞の alveolar recess に粘膜肥厚

#11 CT 上、舌扁桃の過形成疑い

【Assessment】

以前は健康であった 37 歳男性の舌の腹側に出現した、3 週間続く有痛性の浅い潰瘍性病変と前頸部リンパ節

腫脹から、どのような鑑別診断が考えられるでしょうか。鑑別診断と、それを鑑別するための検査・手技には

どのようなものがあげられるでしょうか。


